
   一般社団法人日本花文化推進機構                 

        全体規則 
第1章 総則 

（目的） 

第1条 本規則は一般社団法人日本花文化推進（以下、当機構という）に入会する全員に適

用される規則を定めたものである。 

なおここに定めないものは当機構定款による。 

 

(理念) 

第2条 当機構は花を通じて心豊かな生活を送れるよう、伝統ある花文化の継承と新たに生

み出される花文化の発展を推進しよりよい社会を実現するために活動する。 

（入会申込） 

第3条 当機構に入会しようとする法人・個人は、所定の入会申込書に必要事項を記入し、

申し込むものとする。 

 

（退会） 

第4条 退会は会員の自由意思とし、退会希望者は退会のための所定手続きを行うことで退

会できる。 

 

（会員・職員制度） 

第4条 入会にあたり、以下の属性で区別される。 

１．正会員 

代表会議による承認を得て当機構の社員としてその職位に就く。 

２．本部職員 



当機構直属の本部職員として雇用契約を締結し、その職位に就く。 

３．職員（ボランティア） 

当機構の職員として入会し、その職位を付与する。 

４．賛助会員 

当機構の理念・活動を賛助するために年会費と必要書類を提出し、入会したもの。 

個人）一口\1,000  

法人）一口¥10,000 

年会費は一口から納付することができる。 

 

（禁止事項） 

第5条 入会員は以下の事項を禁止とする。 

１． 当機構の理事の承諾なしに、当機構を名乗る一切の慈善事業や営利活動、それらに付

随する一切の行動。 

２．反社会的勢力との交際又は反社会的な活動や行動。 

３．当機構の不利益となるような情報、個人情報、機密情報等の漏洩、または杜撰な情報

管理。 

４．当機構の名誉や信用に傷をつけるような行動、発言。 

５．品位に欠ける行動や言動、調和を乱すような行動や言動。 

６．当機構の理念に反する行動や言動。 

７．上記各号に付随する一切のこと 

 

（会員資格の喪失） 

第7条 会員は次の事由によってその資格を失い退会する。 

１． 所定の退会手続を完了したとき 



２．死亡したとき 

３．定款による規定に該当するとき 

４．理由なく1か月以上連絡が取れない場合 

５．当機構において会員資格の剥奪が決定されたとき 

 

（除名） 

第8条 会員が次の各項の一つに該当するときは、総会または代表会議の決議をもってこれ

を除名することができる。 

１．第6条に定める禁止事項に違反したとき 

２． その他、当法人の活動主旨に反する行動をとったとき、当法人の信用を失う行為があ

ったとき 

 

（本規則の変更） 

第9条 本規則を変更しようとするときは、総会又は代表会議の決議を経なければならない。 
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